
～産学連携・地域貢献活動による地域振興を目指して～ 
 
 

 

 

高崎市では、地域が抱える身近な課題を、大学と企業等とが共同で取り組む産官

学連携を促進させると共に、大学が持つ知的資源、特に地域課題を解決するノウハ

ウを広く紹介するため、前橋工科大学、群馬県立女子大学、群馬県立県民健康科学 

大学、高崎経済大学の公立４大学による「地域の課題解決に係る産学共同研究」 

及び「大学による身近な地域課題に関する社会貢献活動」事例発表会を開催します。 

この発表会は学生を主体にして、地域やビジネスを対象にした研究・事例を発表

することにより、大学の地域に対する貢献活動や大学を活用した新たなビジネス 

アイデアの展開を広く周知し、地域振興に資することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学の持つノウハウで、あなたの課題を解決する糸口を見つけられるかもし
れません。皆様のご参加をお待ちしています。 

 
参加希望の方は、事前申込をお願いいたします。 

◎申込方法 裏面に必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお送りいただくか、 

氏名、住所、連絡先を E-mail または電話で１月２７日（木）までに 

お申込みください。 

 

主 催  高崎市 

共 催  群馬県立県民健康科学大学、群馬県立女子大学、前橋工科大学 

高崎経済大学 

後 援  経済産業省関東経済産業局、群馬県、（財）群馬県産業支援機構、 

高崎商工会議所、ＮＰＯ法人北関東産官学研究会 

 

 

 

 

 

◆問合せ・申込先 
高崎市商工観光部 工業課産業創造館 
〒370-0854 高崎市下之城町 936-14 

         高崎市産業創造館内 
TEL 027-320-2808／FAX 027-346-2140 
E-mail seminar@sansoukan.jp 



 
◎プログラム 
（１）開  会 
（２）あいさつ  高崎市長 松浦幸雄 
（３）基調講演  群馬県立県民健康科学大学 土井邦雄 学長 
（４）成果報告 
◇前橋工科大学〔13:00 頃〕 

昨年は、発声障害者の方への支援となる「無音声の有音声化技術の研究」、自然
界にあって人間に和みを与えてくれる“ゆらぎ”についての「1/ｆゆらぎとリラク
ゼーションに関する研究」、携帯電話に応用可能な技術である「音源分離の基礎理
論に関する研究」の発表を行った。 

 
◇群馬県立女子大学〔13:40 頃〕 

美学美術史学科デザインゼミは、近年アート＆デザインによる地域とのコラボレ
ーションを行っている。今年は新しく絵画ゼミも加わり大型プロジェクトも行うこ
とができた。今回は、角田病院、ほんやら堂、伊勢崎スケートリンクなど、６つの
プロジェクトの事例報告を行う。 

 
◇群馬県立県民健康科学大学〔14:30 頃〕 
 健科大は、全国有数の少人数教育を行っている看護学部、重粒子線治療が現在、
脚光を浴びている診療放射線学部とそれぞれに研究科（大学院）がある。 
 今回は、「パソコンの苦手な理由の調査」、「高齢社会を念頭にした高崎市の公共
交通機関の調査」を行う。 

 
◇高崎経済大学〔15:10 頃〕 

７チームが企業とコラボレーションした成果発表。石関プレシジョン(LED)の新
市場開拓)、ウェブシステム(『かち鳥もち』ブランド構築とネット流通戦略)、三
喜産業(直管型 LED 蛍光灯の販売戦略)、アニバーサリープレゼント(群馬における
『和婚』のブランド化)、新井家具製作所(特注家具や店舗什器の販売促進)、青経(知
名度向上・ブランド構築)、Vegetable Garden(新商品開発と販売)。 

 
（５）講  評  群馬県産業支援機構 影山正男 常務理事 
（６）閉  会 

 

工業課 産業創造館 

公立４大学事例発表会係 行 
氏  名  

住  所 
〒    ― 

連絡先 
TEL    (    ) 

FAX     (    ) 

 ※ご記入いただいた内容は、本発表会に関する目的以外に利用いたしません。 

FAX 027-346-2140 


